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A Study on the Concept of Peace in Nagasaki’s City Planning 




This paper looks at how the concept of peace was established and what points were introduced 
through a check on voices published in Nagasaki newspapers in the early period after World War II. 
The study aims to shed light on the history of city planning and urban policy. 
 








































































































































































































 1946 年に入ると徐々に復興が進む。8 月 13 日の『文














































たことが分かる。この年の 8 月 9 日には杉本亀吉ら遺族
有志は原爆投下中心地で第 1 回の戦災死没者慰霊祭が開
かれる。そして、11 月 3 日に「日本国憲法」が公布され、
国建設の方向性が明確になってくる。 



























































 1948 年 11 月 26 日の『ザビエル祭を機会に～観光・長









見られ、原爆資料保存委員会が 4 月に設置される。5 月






























































1947 年 5 月の日本国新憲法の実施を機に、「平和」の
言葉が頻繁に紙上に出現するようになる。「平和」は
















































































































































表 1－1 新聞に見られる長崎復興の考え方（1945～1946 年度） 



































































































































































表 1―2 新聞に見られる長崎復興の考え方（1947～1949 年度） 


















































































「文化及び国際文化とは何か 第 1回紙上討論」 
1949.5.11長崎市の「国際文化都市建設法」可決 
1949.5.31『長崎日日』 


















「国際文化都市はどうあるべきか 第 2回紙上討論」 
恒久平和への熱望 世界のモデル都市へ／世界人憧れの街
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